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関
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児
　
　
玉

俊
　
　
介

（41）消費関数と有効需要

1
　
序

　
非
自
発
的
失
業
は
、
内
①
着
鶉
［
岩
ぎ
］
の
間
題
提
起
以
来
、

マ
ク
ロ
経
済
学
の
な
か
で
展
開
さ
れ
て
き
た
。
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
が

古
典
派
の
「
完
全
雇
用
命
題
」
を
否
定
す
る
論
拠
は
、
次
の
二
つ

に
集
約
さ
れ
る
。

　
ω
　
利
子
率
は
、
流
動
性
の
わ
な
に
よ
っ
て
下
方
硬
直
的
と
な

り
、
完
金
雇
用
均
衡
に
対
応
す
る
水
準
に
ま
で
低
下
し
な
い
。

　
②
　
投
資
お
よ
び
貯
蓄
は
利
子
非
弾
カ
的
で
あ
っ
て
、
佳
意
の

所
得
に
対
し
て
貯
蓄
・
投
資
の
一
致
を
も
た
ら
す
正
の
利
子
率
が

必
ず
し
も
存
在
し
な
い
。

　
こ
の
何
れ
か
が
成
立
す
る
と
き
に
は
、
労
働
市
場
で
求
め
ら
れ

る
完
全
雇
用
均
衡
所
得
は
財
・
貨
幣
両
市
場
の
均
衡
所
得
と
一
致

せ
ず
、
雇
用
量
は
改
め
て
後
者
に
応
じ
て
再
決
定
さ
れ
、
非
自
発

的
失
業
が
生
ず
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
論
拠
の
な
か
で
は
、
消
費
お
よ
ぴ
そ
の
残

余
と
し
て
の
貯
蓄
が
、
利
子
率
で
は
な
く
所
得
に
よ
り
決
定
さ
れ

る
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
消
費
関
数
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

し
か
し
消
費
関
数
は
、
マ
ク
ロ
経
済
学
の
他
の
諸
関
数
と
比
べ
て

も
そ
の
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
的
基
礎
が
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
ミ
ク
ロ
経

済
学
の
消
費
理
論
と
の
間
に
は
大
き
ガ
隔
た
り
が
あ
る
。

　
］
）
各
豊
［
岩
ヨ
］
一
｝
旨
鶉
｛
［
－
o
ヨ
］
を
構
矢
と
す
る
近
年
の

「
マ
ク
ロ
経
済
学
の
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け
」
は
、
〇
一
〇
峯
竃
［
；
a
］
・

■
8
9
巨
～
邑
［
H
ぎ
O
。
］
ら
が
提
唱
し
た
「
不
均
衡
理
論
」
に
基

づ
い
て
、
消
費
関
数
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
以
下
、
不

均
衡
理
論
に
基
づ
く
甲
ク
ロ
経
済
学
の
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け
を
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一橋論叢　第91巻　第6号　（42）

「
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け
」
と
呼
ぶ
）
。
す
な
わ
ち
宍
⑭
着
窃
の
経
済

単
は
不
均
衡
分
析
で
あ
り
、
古
典
派
と
は
逆
に
価
椿
調
整
よ
り
も

数
量
調
整
が
先
行
し
、
経
済
主
体
は
意
図
し
た
取
引
に
対
す
る
数

量
制
約
を
考
慮
し
つ
つ
、
改
め
て
取
引
を
決
定
し
直
さ
ね
ぱ
な
ら

な
い
。
再
決
定
さ
れ
た
取
引
を
彼
ら
は
「
有
効
需
要
」
と
呼
ん
で

い
る
が
、
こ
れ
は
所
得
の
関
数
と
な
っ
て
い
る
点
で
消
費
関
数
と

み
な
し
う
る
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け
の
有
効
需
要
が
、
宍
Φ
毛
g
の
い

う
消
費
関
数
を
正
し
く
捉
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
な
し

と
し
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
第
一
に
、
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
マ
ク

ロ
経
済
学
に
お
け
る
消
費
関
数
の
意
味
と
そ
の
重
要
性
を
再
確
認

す
る
。
第
二
に
、
従
来
の
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け
を
検
討
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
有
効
需
要
が
消
費
関
数
と
み
な
し
う
る
か
否
か

を
考
察
す
る
。

2
　
消
費
関
数
と
非
自
発
的
失
業

　
非
自
発
的
失
業
発
生
の
理
論
的
可
能
性
と
そ
の
要
因
に
つ
い
て

は
穴
⑭
毛
鶉
以
後
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
行
な
わ
れ
た
が
、
何
を

非
自
発
的
失
業
の
要
因
と
考
え
る
か
に
つ
い
て
は
研
究
者
の
間
で

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
い
わ
ゆ
る
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン

マ
ク
ロ
経
済
挙
は
、
非
自
発
的
失
業
を
的
確
か
つ
簡
明
に
説
明
し

て
い
る
と
恩
わ
れ
る
。
以
下
、
そ
の
核
心
部
分
を
、
競
争
経
済
で

は
完
全
雇
用
が
常
に
保
証
さ
れ
る
と
す
る
古
典
派
と
の
対
比
で
検

　
　
＾
1
〕

討
し
よ
う
。

　
便
宜
上
、
次
の
一
般
的
な
マ
ク
ロ
モ
デ
ル
を
考
え
る
。
分
析
期

間
を
短
期
と
し
、
閉
鎖
経
済
を
前
提
す
る
。
経
済
に
は
財
、
債
券
、

貨
幣
、
労
働
の
集
計
化
さ
れ
た
四
つ
の
財
が
あ
り
、
貨
幣
の
価
格

を
1
と
す
れ
ぱ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
相
対
価
格
（
以
下
、
「
価
格
」
と

略
記
す
る
）
は
、
価
格
水
準
一
ρ
、
利
子
率
の
逆
数
一
ψ
、
貨
幣

賃
金
率
一
ω
で
あ
る
。

　
　
（
N
l
H
）
｛
…
只
『
ら
）
投
資
関
数

　
　
（
～
l
N
）
吻
1
ー
ス
『
ら
）
貯
蓄
関
数

　
　
（
N
l
ω
）
｛
1
－
｝
　
　
　
財
市
場
の
均
衡

　
　
（
N
l
企
）
亀
1
－
只
3
§
）
貨
幣
市
場
の
均
衡

■
丑

を
、

（
N
1
｝
）
唱
1
－
＼
（
』
6
生
産
関
数

（
M
I
α
）
S
膏
1
1
冬
軋
掌
労
働
需
要
関
数

（
～
1
N
）
睾
…
暑
（
§
膏
）
労
働
供
給
関
数

∫
、
砂
は
、
そ
れ
ぞ
れ
実
質
タ
ー
ム
の
投
資
、
貯
蓄
、
所
得

W
は
雇
用
量
、
〃
は
貨
幣
供
給
量
を
示
し
、
ミ
ー
ー
ミ
と
し
て

外
生
的
に
所
与
と
す
る
。
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（43）消費関数と有効需要

　
（
2
1
1
）
式
は
代
表
的
企
業
の
現
在
価
値
最
大
化
行
動
か
ら

得
ら
れ
る
と
す
る
。
（
2
－
2
）
式
は
、
消
費
関
数
o
H
o
（
『
ミ
）

と
畦
l
o
1
－
由
か
ら
得
ら
れ
る
。
（
2
1
5
）
式
は
、
収
穫
逓
減
の

法
則
§
畠
宅
V
o
し
ぎ
軸
宅
旧
く
o
に
従
う
も
の
と
す
る
。
労
働
市

場
で
の
完
全
競
争
と
企
業
の
利
潤
極
大
化
行
動
を
仮
定
す
れ
ぱ
、

労
働
需
要
は
（
2
1
6
）
式
の
よ
う
に
実
質
賃
金
率
の
関
数
と
な

る
が
、
収
穫
逓
減
の
法
則
に
よ
っ
て
減
少
関
数
と
な
る
。
（
2
－

7
）
式
は
、
代
表
的
消
費
者
の
余
暇
と
実
質
所
得
の
選
択
行
動
か

ら
導
出
さ
れ
る
が
、
実
質
賃
金
率
の
増
加
関
数
と
仮
定
す
る
。
モ

デ
ル
の
未
知
数
は
．
包
、
∫
、
型
、
w
、
ρ
、
ω
、
r
の
七
個
で
方

程
式
の
数
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
、
均
衡
解
が
存
在
す
る
と
考
え

て
差
し
つ
か
え
な
い
。

　
（
2
1
1
）
式
か
ら
（
2
1
7
）
式
ま
で
の
体
系
の
均
衡
で
は

常
に
完
全
雇
用
が
成
立
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
凡
を
労
働
供

給
量
、
凡
を
労
働
需
要
量
と
し
て
き
V
き
と
な
る
解
、
つ
ま
り

不
完
全
雇
用
均
衡
を
求
め
よ
う
と
す
れ
ぱ
、
未
知
数
の
数
が
方
程

式
の
数
を
超
過
し
て
、
体
系
が
未
決
定
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
不

完
全
雇
用
均
衡
を
求
め
る
に
は
未
知
数
の
任
意
の
一
つ
を
所
与
と

し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
通
例
で
は
労
働
供
給
関
数
を

　
　
（
N
1
§
）
S
“
魯

と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
非
自
発
的
失
業
は
、
貨
幣
錯
覚

な
ど
の
不
合
理
な
原
因
に
よ
り
労
働
者
が
歴
史
的
に
与
え
ら
れ
た

貨
幣
賃
金
率
に
固
執
す
る
た
め
に
生
ず
る
の
で
あ
り
、
古
典
派
と

内
2
冨
m
の
相
違
は
、
労
働
市
場
に
お
け
る
貨
幣
賃
金
率
の
伸
縮

的
調
整
の
有
無
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
る
。

　
こ
の
見
解
は
、
誤
っ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
古
典
派
と
肉
｛
－

罵
ω
の
相
違
、
と
く
に
非
自
発
的
失
業
の
要
因
を
表
面
的
に
し
か

捉
え
て
い
な
い
。
こ
れ
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
両
説
に
陰
伏

的
に
含
ま
れ
る
論
理
的
因
果
関
係
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ

こ
で
は
そ
の
始
点
を
労
働
市
場
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
検
討
し
よ

う
。
す
な
わ
ち
労
働
市
場
の
均
衡
雇
用
量
ル
に
対
応
す
る
完
全

雇
用
均
衡
所
得
ミ
ー
－
、
（
ξ
が
、
財
・
貨
幣
両
市
場
の
均
衡
所

得
が
と
一
致
す
る
か
否
か
を
検
討
す
る
、
と
こ
ろ
で
古
典
派
と

内
①
着
窪
と
で
は
、
財
・
貨
幣
両
市
場
の
行
動
方
程
式
に
関
す
る

見
解
が
大
き
く
異
な
る
。
そ
こ
で
先
の
一
般
的
な
マ
ク
ロ
モ
デ
ル

を
、
両
者
の
見
解
に
適
合
す
る
よ
う
に
特
定
化
し
て
議
論
を
進
め

る
o

　
古
典
派
は
、
貨
幣
需
要
に
つ
い
て
は
現
金
残
高
数
量
説
を
と
り
、

貨
幣
の
投
機
的
需
要
、
す
な
わ
ち
貨
幣
の
保
蔵
を
認
め
て
い
な
い
。

よ
っ
て
貨
幣
需
要
関
数
は
、
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曾
S
“
1
1
（
定
数
）

と
な
る
。
他
方
、
所
与
の
所
得
〃
の
貯
蓄
と
消
費
へ
の
配
分
に

関
す
る
決
定
変
数
は
、
利
子
率
で
あ
る
と
想
定
す
る
か
ら
、
貯
蓄

関
数
は

　
　
（
N
－
ぎ
）
㎏
（
『
ら
㌧
…
匂
（
『
）

と
な
る
。
そ
し
て
貸
付
資
金
説
に
従
っ
て
、
利
子
率
は
貯
蓄
と
投

資
の
等
し
く
な
る
点
で
決
定
さ
れ
る
。
古
典
派
体
系
は

一
一
一
一
一
∴
川
二
一
一
一

　
　
（
N
1
ぎ
）
曽
H
書
螢
　
　
貨
幣
市
場

　
　
（
N
l
｝
）
～
（
M
l
N
）
　
　
労
働
市
場

と
表
わ
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
財
・
労
働
両
市
場
の
実
物
面
と
貨

幣
面
の
決
定
が
別
個
に
な
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
古
典
派
の
二
分

法
」
が
成
立
す
る
。
ま
た
財
市
場
は
〃
に
対
応
す
る
均
衡
利
子

率
を
決
定
す
る
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
雇
用
量
と
所
得
の
決
定
に
つ

い
て
は
労
働
市
場
だ
け
で
考
察
す
れ
ぱ
よ
い
。
ゆ
え
に
古
典
派
の

因
果
関
係
は
労
働
ψ
財
・
貨
幣
両
市
場
で
完
結
し
、
労
働
市
場
に

障
害
が
な
け
れ
ぱ
完
全
雇
用
は
常
に
保
証
さ
れ
る
。

　
例
え
ぱ
貨
幣
賃
金
率
が
何
ら
か
の
理
由
で
§
1
－
8
と
固
定
さ
れ
、

現
行
実
質
賃
金
率
8
膏
が
完
全
雇
用
に
対
応
す
る
実
質
賃
金
率

（
S
膏
）
、
よ
り
も
高
い
と
し
て
み
よ
う
。
（
2
1
6
）
式
と
（
2
1

7
）
式
の
形
状
か
ら
、
労
働
需
要
量
は
ル
よ
り
小
さ
く
、
労
働
供

給
量
は
ル
よ
り
大
き
く
な
る
。
超
過
供
給
を
解
消
す
る
に
は
§
膏

が
低
下
す
れ
ぱ
よ
い
が
、
そ
れ
に
は
ω
の
低
下
あ
る
い
は
ρ
の
上

昇
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
（
2
1
4
o
）
式
か
ら
ρ
と
型
は
反

比
例
と
な
り
、
ρ
の
上
昇
は
砂
の
低
下
を
招
く
。
こ
の
た
め
完
全

雇
用
の
回
復
は
ω
の
低
下
に
掛
か
っ
て
く
る
が
、
S
l
l
8
で
あ
る

か
ら
、
実
質
賃
金
率
は
現
行
水
準
以
下
に
低
下
で
き
ず
、
超
過
供

給
が
残
り
、
非
自
発
的
失
業
が
生
ず
る
。
貨
幣
賃
金
率
の
硬
直
性

を
原
因
と
す
る
非
自
発
的
失
業
は
、
肉
①
毛
窪
体
系
に
固
有
で
あ

る
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
内
｛
冨
眈
は
、
古
典
派
と
異
な
り
、
貨
幣
の
投
機
的
需
要
、
す

な
わ
ち
危
険
費
産
で
あ
る
債
券
と
安
全
資
産
で
あ
る
貨
幣
と
の
利

子
率
を
媒
介
に
す
る
選
択
も
認
め
て
い
る
。
つ
ま
り
貨
幣
需
要
は

所
得
と
と
も
に
利
子
率
に
も
依
存
す
る
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
亀
　
　
　
　
嘗

　
　
一
（
、
嚢
一
し
・
。
剖
。
；
。
剖
。
。

が
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
利
子
率
の
決
定
に
つ
い
て
は
、
流
動
性
選

好
説
を
想
定
し
て
い
る
。
他
方
、
消
費
お
よ
び
貯
蓄
の
決
定
変
数
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（45）消費関数と有効需要
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は
利
子
率
で
は
な
く
所
得
で
あ
る
か
。
ら
、
貯
蓄
関
数
は

　
　
（
N
1
睾
）
屹
H
ス
螢
）
　
．

と
な
る
。
投
資
関
数
に
対
す
る
所
得
の
影
響
を
さ
し
あ
た
り
捨
象

す
れ
ぱ
、
内
o
毛
窪
体
系
は

（
N
－
峯
）

（
N
l
§
）

（
M
l
伽
）

｛
1
－
只
『
）

・
“
｝
（
嘗
）

｛
1
1
吻

丁
一
一

自
明
で
あ
る
か
ら
、

　
　
　
（
N
l
全
）
峯
↓
（
さ
§
）
　
貨
幣
市
場

　
　
　
（
M
－
㎞
）
～
（
N
－
、
）
　
　
労
働
市
場

　
と
表
わ
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
二
分
法
は

　
成
立
せ
ず
、
所
得
を
決
定
す
る
た
め
に
は

　
全
市
場
を
同
時
に
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
。

　
　
そ
工
で
珊
－
〃
分
析
に
従
つ
て
議
論
を

　
進
め
る
。
図
1
に
お
い
て
、
〃
が
が
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〃

　
大
な
ら
ぱ
、
貨
幣
市
場
の
均
衡
利
子
率
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヅ

　
は
財
市
場
の
均
衡
利
子
率
伽
よ
り
高
い
。

　
財
市
場
が
均
衡
す
る
た
め
に
は
〃
の
が
へ

　
　
　
　
　
〃
　
　
8

　
の
低
下
か
り
の
η
へ
の
低
下
を
要
す
る
が
、

　
前
者
は
非
自
発
的
失
業
の
発
生
に
関
し
て

以
下
、
考
察
を
後
者
の
成
否
に
限
定
す
る
。

価
格
水
準
が
財
市
場
の
超
過
供
給
に
応
じ
て
o
p
か
ら
〆
へ
低
下
し

た
と
す
る
。
〃
曲
線
の
ザ
ら
〃
一
の
シ
フ
ー
に
よ
り
伽
は
伽
一

低
下
し
、
〃
が
均
衡
所
得
と
な
り
完
金
雇
用
が
成
立
す
る
。
し

か
し
も
し
貨
幣
賃
金
率
が
o
ω
の
水
準
で
硬
直
化
す
れ
ぱ
、
価
格
水

準
の
低
下
に
よ
り
実
質
賃
金
率
は
s
o
ミ
か
ら
§
o
ミ
ヘ
上
昇

す
る
か
ら
、
労
働
需
要
量
は
ル
以
下
に
減
少
し
非
自
発
的
失
業
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が
生
ず
る
ひ
こ
の
よ
う
に
貨
幣
賃
金
率
が
硬
直
的
で
あ
れ
ぱ
、
非

自
発
的
失
業
が
生
ず
る
が
、
内
o
毛
窃
体
系
で
は
貨
幣
賃
金
率
の

硬
直
性
だ
け
が
非
自
発
的
失
業
の
要
因
と
は
言
い
え
な
い
。
次
に

述
べ
る
よ
う
に
、
貨
幣
賃
金
率
が
伸
縮
的
で
あ
っ
て
も
、
非
自
発

的
失
業
が
生
ず
る
場
合
を
挙
げ
う
る
か
ら
で
あ
る
。

　
穴
o
毛
窃
体
系
で
〃
が
均
衡
所
得
と
な
る
た
め
に
は
、
価
格
水

準
の
低
下
に
応
じ
て
貨
幣
市
揚
に
お
け
る
均
衡
利
子
率
の
低
下
が

必
要
で
あ
る
。
も
し
利
子
率
が
低
下
し
な
い
な
ら
ぱ
、
所
得
の
変

　
　
　
　
〃
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o

化
に
よ
り
㍍
と
け
の
一
致
が
達
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
　
周

知
の
よ
う
に
、
各
経
済
主
体
が
将
来
の
償
券
利
子
率
に
対
し
て
非

弾
カ
的
な
期
待
を
抱
く
と
す
れ
ぱ
、
利
子
率
に
対
し
て
貨
幣
需
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

は
完
全
に
弾
カ
的
と
な
り
、
利
子
率
は
任
意
の
〃
に
対
応
す
る
灯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

へ
低
下
し
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
。
こ
れ
を
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
は

「
流
動
性
の
わ
な
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
見
方
を
変
え
れ
ぱ
、
貨

幣
が
資
産
と
し
て
保
蔵
さ
れ
る
た
め
に
、
利
子
率
に
下
方
硬
直
性

が
生
ず
る
こ
と
と
考
え
て
よ
い
。

　
次
に
流
動
性
の
わ
な
に
よ
る
利
子
率
の
下
方
硬
直
性
も
存
在
し

な
い
と
仮
定
し
よ
う
。
（
2
1
2
居
）
式
か
ら
貯
蓄
は
〃
を
与
え

る
と
屹
（
畦
㌧
と
し
て
決
定
さ
れ
、
投
資
が
利
子
率
に
対
し
て
弾
カ

的
で
あ
る
隈
り
、
｝
（
時
㌧
に
対
応
す
る
均
衡
利
子
率
伽
が
あ
る
。

し
か
し
投
資
が
非
弾
カ
的
で
あ
れ
ぱ
、
。
（
も
に
対
す
る
有
意

（
正
）
の
均
衡
利
子
率
を
得
る
た
め
に
は
、
貯
蓄
、
引
い
て
は
所

得
が
低
下
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
投
資
が
利
子
率
に

対
し
て
非
弾
カ
的
で
あ
る
と
す
れ
ぱ
、
価
格
水
準
お
よ
ぴ
利
子
率

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
〕

が
伸
縮
的
に
変
化
し
た
と
し
て
も
、
〃
は
μ
と
一
致
し
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
流
動
性
の
わ
な
、
あ
る
い
は
投
資
の
利
子
非
弾
カ
性

の
何
れ
か
が
存
在
す
る
状
況
で
は
、
仮
に
貨
幣
賃
金
率
が
伸
縮
的

に
変
化
し
た
と
し
て
も
、
〃
は
均
衡
所
得
と
は
な
ら
ず
、
完
全
雇

用
は
成
立
し
な
い
。
実
質
賃
金
率
は
、
財
市
場
の
超
過
供
給
に
よ

る
価
格
水
準
の
低
下
の
た
め
に
§
自
膏
。
か
ら
s
。
サ
一
へ
上
昇
し
、

労
働
需
要
量
は
ゲ
に
対
応
す
る
炉
に
ま
で
減
少
す
る
。
し
か
し

非
自
発
的
失
業
の
存
在
に
よ
っ
て
貨
幣
賃
金
率
は
o
ω
か
ら
1
ω
へ
低

　
　
　
　
　
　
　
　
　
∫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

下
し
、
労
働
需
要
量
は
w
に
拡
大
さ
れ
よ
う
と
す
る
。
だ
カ
な

お
存
在
す
る
財
市
場
の
超
過
供
給
に
よ
り
価
楯
水
準
は
更
に
〆
か

ら
，
ρ
へ
低
下
し
、
再
び
実
質
賃
金
率
が
§
．
膏
一
か
ら
§
一
、
㌔
へ
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
　
2

昇
す
る
。
労
働
需
要
量
も
w
に
戻
り
、
非
自
発
的
失
業
w
～
w

　
　
＾
4
）

が
残
る
。
価
椿
と
貨
幣
賃
金
率
が
伸
縮
的
に
変
化
す
る
限
り
、
そ

れ
ら
の
低
下
は
際
限
な
く
進
み
、
経
済
は
不
均
衡
に
陥
る
。
従
っ

て
、
貨
幣
賃
金
率
の
硬
直
性
は
、
非
自
発
的
失
業
の
発
生
に
と
っ

て
は
本
質
的
な
条
件
で
な
い
が
、
不
完
全
雇
用
均
衡
が
存
在
す
る
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（47）消費関数と有効需要

た
め
に
は
必
要
で
あ
る
。

　
以
上
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
肉
o
壱
g
体
系
で
は
〃
と
砂
の
乖

離
が
生
じ
、
因
果
関
係
が
労
働
市
場
ψ
財
・
貨
幣
両
市
場
だ
け
で

は
完
結
せ
ず
、
財
・
貨
幣
両
市
場
ψ
労
働
市
場
と
い
う
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
が
あ
り
う
る
。

　
し
か
し
古
典
派
で
は
、
流
動
性
の
わ
な
と
投
資
の
利
子
非
弾
カ

性
に
よ
る
財
市
場
の
不
均
衡
が
生
じ
な
い
か
ら
、
こ
の
フ
ィ
ー
ド

バ
ヅ
ク
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
流
動
性
の
わ
な
は
、
や
↓
8
と

な
る
と
き
に
生
ず
る
が
、
古
典
派
で
は
、
貨
幣
の
投
機
的
需
要
を

認
め
な
い
か
ら
、
や
1
I
o
で
あ
り
、
流
動
性
の
わ
な
は
生
じ
な
い
。

他
方
、
投
資
が
利
子
非
弾
カ
的
な
場
合
で
あ
る
が
、
古
典
派
で
は

全
く
問
題
に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
古
典
派
が
、
任
意
の
所

得
に
対
し
て
貯
蓄
・
投
資
を
一
致
さ
せ
る
有
意
な
利
子
率
が
必
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

存
在
す
る
、
と
想
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
古
典
派
の

想
定
が
成
立
し
な
い
条
件
を
考
え
て
み
る
。

　
こ
の
想
定
が
成
立
し
な
い
と
き
に
は
、
珊
曲
線
は
急
激
な
右
下

が
り
の
曲
線
と
な
り
、
極
端
な
場
合
に
は
横
軸
に
垂
直
な
直
線
と

な
る
。
以
下
で
は
便
宜
上
、
議
論
を
極
端
な
場
合
に
限
る
が
、
古

典
派
も
所
得
の
変
化
が
貯
蓄
と
投
資
に
影
響
す
る
こ
と
を
否
定
し

て
い
な
い
か
ら
、
一
般
的
な
結
論
を
得
る
た
め
に
再
び
（
2
1

1
）
式
お
よ
び
（
2
1
2
）
式
の
関
数
形
に
展
っ
て
考
察
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
1
2
（
、
ミ
）

ま
た
所
得
の
投
資
に
対
す
る
影
響
ざ
…
　
　
　
は
、
貯
蓄
に
対

　
　
　
　
　
　
貫
ミ
）
　
　
　
　
．
ぎ

す
る
影
響
ざ
川
　
　
　
　
ほ
ど
に
は
明
確
で
な
い
か
ら
、
o
〈
“

　
　
　
　
　
　
　
ぎ

く
ざ
と
す
る
。
珊
曲
線
が
垂
直
で
あ
れ
ぱ
（
ぎ
奄
①
富
H
o
と
な

る
が
、
（
2
1
1
）
式
と
（
2
1
2
）
式
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
等
ー
や
　
　
－
象
（
）
轄
）
．
－
g
（
『
ら
）

　
　
（
8
㌔
亨
）
畠
…
　
　
　
一
ξ
1
1
　
　
　
二
『
H

　
　
　
　
　
　
　
“
ー
ざ
　
　
　
　
亨
　
　
　
　
　
宰

で
あ
る
か
ら
、
ざ
く
H
よ
り
（
ぎ
㌔
事
）
富
H
o
は
（
享
1
㌣
）
H
o
と

同
値
で
あ
る
。
古
典
派
で
は
通
常
㌣
〈
o
〈
辛
と
想
定
し
て
い
る

か
ら
、
（
享
1
む
H
o
と
は
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
投
資
が
利
子

非
弾
カ
的
、
早
H
o
で
あ
っ
て
も
成
立
し
な
い
。
（
字
－
む
H
o
と

な
る
た
め
に
は
、
早
1
l
o
に
加
え
て
貯
蓄
も
利
子
非
弾
カ
的
、
ξ

H
o
と
な
る
必
要
が
あ
る
。
更
に
や
1
1
o
お
よ
び
等
H
o
で
あ

っ
て
も
、
古
典
派
の
貯
蓄
理
論
に
よ
れ
ぱ
（
8
㌔
守
）
畠
n
o
と
は

な
ら
な
い
。
古
典
派
で
は
、
合
理
的
な
経
済
主
体
は
利
子
を
生
む

資
産
、
す
な
わ
ち
債
券
で
し
か
貯
蓄
し
な
い
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

ゆ
え
に
利
子
率
が
零
な
ら
ぱ
貯
蓄
は
零
、
氏
o
ら
）
H
o
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、
貯
蓄
曲
線
が
貯
蓄
・
投
資
図
の
原
点
を
必
ず
通

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
享
H
o
の
と
き
に
は
ぎ
”
o

と
な
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
（
ξ
ー
む
1
l
o
で
あ
る
と
し
て
も
．
（
ぎ
1
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2図
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y')//i( y') s( y 

／
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／／
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1
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／
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ち5

　　　　　μ1〈〆＜がくグ

ー：古典派の貯蓄曲線
・．‘l　K膚榊色sの貯蓄曲線

ぎ
）
“
o
も
成
立
す
る
か
ら
、
（
ぎ
㌔
宰
）
畠
”
o
と
は
な
ら
な
い
（
図

2
参
照
）
。
従
っ
て
古
典
派
の
想
定
が
成
立
し
な
い
た
め
に
は

「
や
1
－
o
」
だ
け
で
は
な
く
、
「
竿
1
－
o
か
つ
－
（
o
ら
）
V
o
」
と
い
う

条
件
も
必
要
で
あ
る
。
後
者
は
宍
⑦
着
窃
の
消
費
関
数
の
性
質
、

す
な
わ
ち
消
費
の
決
定
的
要
因
は
所
得
で
あ
っ
て
利
子
率
で
は
な

い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
古
典
派
で
は
、
所
得
は
消

費
の
決
定
要
因
で
は
な
い
か
ら
、
投
資
が
利
子
非
弾
カ
的
で
あ
る

と
し
て
も
、
先
の
想
定
を
否
定
す
る
必
要
は
な
い
。
肉
o
毛
窃
の

消
費
関
数
の
性
質
が
、
古
典
派
の
想
定
を
否
定
す
る
た
め
の
鍵
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
消
費
関
数
は
ま
た
、
非
自
発
的
失
業
の
発
生
過
程
の
説
明
に
お

い
て
も
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。
貯
蓄
関
数
を
由
1
ー
ス
『
）
と

す
る
古
典
派
体
系
に
投
機
的
貨
幣
需
要
を
導
入
し
、
流
動
性
の
わ

な
が
生
じ
た
と
し
た
場
合
、
投
資
と
貯
蓄
の
不
一
致
が
生
じ
て
不

均
衡
に
陥
る
。
し
か
し
不
均
衡
が
ど
の
よ
う
に
所
得
、
引
い
て
は

雇
用
に
影
響
す
る
か
は
、
貯
蓄
に
対
す
る
所
得
の
影
響
を
通
し
て

初
め
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
消
費
関
数
を
考
慮
し
な
く
て
は

把
握
で
き
な
い
。

3
　
マ
ク
ロ
経
済
学
の
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け

　
マ
ク
ロ
経
済
学
は
、
非
自
発
的
失
業
の
生
ず
る
要
因
を
集
計
値

の
タ
ー
ム
で
展
開
し
て
い
る
。
前
節
で
は
、
モ
デ
ル
を
構
成
す
る

諸
関
数
の
導
出
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
な
か
っ
た
か
ら
、
従

来
の
マ
ク
ロ
経
済
学
に
お
け
る
導
出
過
程
を
、
（
2
1
4
）
式
の

貨
幣
需
要
関
数
を
例
に
と
っ
て
略
述
す
る
。
　
　
　
　
　
　
■

　
代
表
的
経
済
主
体
を
考
え
る
。
取
引
動
機
に
基
づ
く
貨
幣
需
要

と
し
て
、
彼
は
社
会
的
な
取
引
慣
習
に
応
じ
て
単
位
取
引
期
間
に

貨
幣
所
得
の
一
定
割
合
を
需
要
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
取
引
動
機

816



（49）消費関数と有効需要

に
よ
る
貨
幣
需
要
は
貨
幣
所
得
の
関
数
と
な
る
。
予
傭
的
動
機
に

よ
る
貨
幣
需
要
も
取
引
動
機
と
同
様
に
貨
幣
所
得
の
関
数
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
貯
蓄
へ
の
所
得
の
配
分
は
消
費
関
数
に
よ
り
既
に
決
定

さ
れ
て
お
り
、
代
表
的
経
済
主
体
は
貯
蓄
の
保
有
形
態
を
決
定
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
。
資
産
を
貨
幣
と
債
券
に
大
別
す
れ
ぱ
、
そ

れ
ら
の
保
有
比
率
は
債
券
の
期
待
収
益
と
危
険
性
お
よ
ぴ
利
子
率

に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
か
ら
、
投
機
的
需
要
は
利
子
率
の
関
数
と

な
る
。
か
く
し
て
代
表
的
経
済
主
体
の
貨
幣
需
要
関
数
は
、
貨
幣

所
得
お
よ
ぴ
利
子
率
の
関
数
と
し
て
求
め
ら
れ
る
。
も
し
適
当
な

集
計
方
法
が
得
ら
れ
る
な
ら
ぱ
、
総
貨
幣
需
要
関
数
は
－
（
3
§
）

と
な
る
。

　
他
の
藷
関
数
も
同
様
の
手
法
で
導
出
さ
れ
る
が
、
上
述
の
過
程

は
、
、
ミ
ク
ロ
経
済
挙
、
と
く
に
一
般
均
衡
理
論
で
の
個
別
需
要
関

数
や
総
需
要
関
数
の
導
出
と
は
様
相
が
大
い
に
異
な
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
方
法
と
比
較
す
る
と
、
マ
ク
ロ
経
済

学
は
次
の
諸
点
で
厳
密
性
を
欠
い
て
い
る
。

　
ω
　
財
市
場
、
貨
幣
市
場
、
労
働
市
場
と
い
う
集
計
化
さ
れ
た

市
場
間
の
相
互
作
用
を
認
め
る
だ
け
で
、
個
々
の
経
済
主
体
間
の

相
互
作
用
に
つ
い
て
は
考
慮
し
て
い
な
い
。

　
ω
　
代
表
的
経
済
主
体
の
行
動
か
ヶ
導
出
さ
れ
る
集
計
行
動
方

程
式
は
、
分
配
効
果
な
ど
に
よ
っ
て
、
必
ず
し
も
個
々
の
経
済
主

体
の
行
動
関
数
を
集
計
し
て
求
め
ら
れ
る
行
動
式
と
は
一
致
し
な

い
。

　
㈹
　
代
表
的
経
済
主
体
の
意
志
決
定
は
、
各
市
場
．
こ
と
に
他
の

市
場
を
所
与
と
し
て
都
分
均
衡
論
的
に
行
な
わ
れ
、
一
般
均
衡
論

的
に
は
行
な
わ
れ
な
い
。

　
マ
ク
ロ
経
済
学
の
理
論
的
基
礎
を
ア
ド
・
ホ
ヅ
ク
な
仮
定
と
経

験
則
に
留
め
な
い
た
め
に
は
、
以
上
の
諸
点
に
関
し
て
厳
密
な
ミ

ク
ロ
経
済
学
の
枠
組
の
な
か
で
も
、
マ
ク
ロ
経
済
挙
の
諸
命
題
が

成
立
す
る
か
否
か
を
間
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
の
下

に
近
年
進
め
ら
れ
て
き
た
一
連
の
ミ
ク
ロ
的
分
析
は
、
マ
ク
ロ
経

済
学
の
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け
と
呼
ぱ
れ
る
。

　
さ
て
前
節
で
重
要
性
を
指
摘
し
た
消
費
関
数
は
、
投
資
関
数
や

貨
幣
需
要
関
数
と
比
べ
て
も
そ
の
理
論
的
基
礎
の
検
討
が
充
分
で

は
な
く
、
代
表
的
経
済
主
体
に
よ
る
考
察
す
ら
積
極
的
に
行
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
か
っ
た
。
し
か
も
標
準
的
な
ミ
ク
ロ
経
済

挙
の
消
費
者
行
動
理
論
は
、
消
費
関
数
の
基
礎
と
し
て
は
大
き
な

隔
た
り
が
あ
り
、
不
均
衡
理
論
に
基
づ
く
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け
は
、

．
こ
の
隔
た
り
を
埋
め
る
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
て
展
開
さ
れ
て

き
た
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け
は
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消
費
関
数
を
い
か
に
基
礎
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
か
、

し
て
考
察
を
進
め
よ
う
。

4
　
不
均
衡
理
論
的
ア
プ
ロ
ー
チ

を
中
｝
に

　
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け
は
、
マ
ク
ロ
経
済
学
の
ミ
ク
ロ
経
済
学
的

基
礎
付
け
と
い
う
側
面
と
と
も
に
不
均
衡
理
論
と
し
て
の
側
面
も

持
っ
て
い
る
。
「
穴
2
目
鶉
経
済
学
の
再
評
価
」
の
名
の
下
に
、

〇
一
〇
≦
ε
■
＆
昌
；
才
邑
一
団
凹
冒
o
n
g
o
窃
昌
竃
ら
に
よ
り
進
め

ら
れ
た
二
重
決
定
仮
説
と
有
効
需
要
理
論
は
、
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付

け
の
重
要
な
構
成
要
素
と
な
っ
て
い
る
。

　
ケ
イ
ン
ジ
ァ
ン
マ
ク
ロ
経
済
学
で
は
、
不
完
全
雇
用
均
衡
は
均

衡
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
勺
印
弐
己
・
ぎ
［
岩
3
］

は
、
均
衡
は
完
全
雇
用
均
衡
だ
け
で
あ
り
、
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
の
い

う
不
完
全
雇
用
均
衡
は
不
均
衡
で
あ
る
と
し
た
。
彼
に
よ
れ
ぱ
、

利
子
非
弾
カ
的
な
投
資
と
貯
蓄
に
よ
っ
て
価
格
調
整
機
能
は
低
下

し
、
均
衡
の
速
や
か
な
成
立
が
妨
げ
ら
れ
、
不
均
衡
現
象
が
顕
在

化
す
る
。
す
な
わ
ち
需
給
は
一
致
せ
ず
、
企
業
は
財
市
場
の
超
過

供
給
を
考
慮
し
つ
つ
労
働
需
要
量
を
決
定
す
る
。
こ
の
と
き
の
需

給
の
差
が
非
自
発
的
失
業
と
な
る
が
、
雇
用
量
は
、
需
要
曲
線
と

供
給
曲
線
の
交
点
で
決
定
さ
れ
る
と
考
え
る
必
要
は
無
く
、
供
給

曲
線
か
ら
離
れ
た
点
で
決
定
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
ヶ
イ
ン
ジ
ァ
ン
の
よ
う
に
、
水
平
な
労
働
供
、
給
曲
線
、
（
2

1
7
ゐ
）
式
を
考
え
る
必
要
は
な
い
と
説
い
て
い
る
。

　
霊
庄
鼻
ま
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
推
し
進
め
る
こ
と
に
ょ
り
、

〇
一
〇
峯
智
［
岩
a
］
は
、
不
均
衡
理
論
の
枠
組
の
な
か
で
は
消
費
関

数
を
選
択
理
論
的
に
、
言
い
換
え
れ
ぱ
ミ
ク
ロ
経
済
学
と
整
合
的

に
説
明
で
き
る
と
主
張
し
た
。
彼
の
所
説
を
紹
介
し
よ
う
。

　
今
期
‘
期
の
賃
金
所
得
と
資
産
の
下
で
、
来
期
（
士
十
1
）
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一

を
考
慮
し
つ
つ
、
今
期
の
消
費
ぺ
、
現
金
残
高
吻
、
償
券
保
有
高

　
　
　
　
　
　
｛

ポ
、
お
よ
び
余
暇
ル
を
決
定
す
る
消
費
者
．
也
を
考
え
る
。
た
だ
し

償
券
は
一
期
間
で
償
還
さ
れ
、
債
券
一
単
位
当
り
貨
幣
一
単
位
の

利
子
が
支
払
わ
れ
る
と
す
る
。
消
費
財
価
格
、
債
券
価
格
、
貨
幣

賃
金
率
を
お
の
お
の
μ
、
片
、
吻
と
し
、
貨
幣
の
価
格
を
1
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
｛

す
る
。
ま
た
H
を
消
費
者
が
各
期
に
使
用
可
能
な
時
間
と
し
所

与
と
す
る
。
今
期
の
予
算
制
約
は

　
　
（
企
1
－
）
§
o
㌦
十
H
ぎ
｝
㌦
十
§
㌦
帆
s
一
（
串
「
卜
㌔
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
＋
『
†
－
＾
　
　
　
＾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
　
　
　
　
㌻
丁
－
十
§
†
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

来
期
の
予
算
制
約
は
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（
†
N
）
ミ
一
。
…
、
珍
…
（
曳
－
卜
三
・
）
十
一
十
、
、
｝
㌦
十
§

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
圭

と
な
る
。
こ
こ
で
来
期
の
価
格
（
§
。
ご
§
。
ご
『
三
）
は
今
期
に
は

未
知
で
、
消
費
者
は
今
期
の
価
格
に
基
づ
い
て
主
観
的
に
は
確
実

に
（
§
十
ご
§
圭
ご
。
－
）
1
1
㌣
（
ぎ
§
一
さ
）
と
予
測
す
る
と
し
よ
う
。

消
費
者
の
選
好
は
効
用
関
数
㌧
（
o
㌦
き
・
㌦
）
で
与
え
ら
れ
る
と
す

る
。
効
用
関
数
お
よ
ぴ
期
待
形
成
関
数
に
適
当
な
条
件
を
与
え
れ

ぱ
、
（
4
1
1
）
式
お
よ
び
（
4
1
2
）
式
の
下
で
の
期
待
効
用

極
大
化
か
ら
次
の
個
別
需
要
関
数
を
得
る
。

　
　
（
全
1
｝
）
o
㌦
H
o
㌦
9
一
§
き
）

　
　
｛
　
　
　
　
　
’
■

な
お
附
、
ム
、
が
に
つ
い
て
は
便
宜
上
省
略
す
る
。
（
4
1
3
）

式
を
す
べ
て
の
消
費
者
に
つ
い
て
集
計
す
れ
ぱ
、
総
需
要
関
数

　
　
（
阜
－
企
）
8
Q
＄
§
、
－
）
…
】
o
㌦
（
ぎ
ξ
己

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘

を
得
る
が
、
こ
れ
は
古
典
派
の
消
費
関
数
に
対
応
し
て
い
る
。
と

い
う
の
は
、
完
全
雇
用
均
衡
下
で
（
2
1
5
）
式
～
（
2
－
7
）

式
か
ら
得
ら
れ
る
噌
H
、
暑
（
§
膏
）
と
い
う
関
係
を
o
“
砧
（
『
ら
）
に

代
入
す
れ
ぱ
、
o
”
軸
（
・
く
。
宅
（
§
膏
）
）
…
o
（
き
§
『
）
と
な
り
（
4

1
4
）
式
に
対
応
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
あ
る
価
格
（
ぎ
§
、
一
）
の
下
で
は
市
場
が
均
衡

せ
ず
、
労
働
市
場
で
趨
過
供
給
が
発
生
す
る
と
し
よ
う
。
も
し
趨

過
供
給
に
応
じ
て
価
椿
調
整
が
行
な
わ
れ
な
い
と
す
れ
ぱ
、
消
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畠

者
の
労
働
供
給
は
数
量
制
約
グ
に
よ
っ
て

　
　
（
全
－
舳
）
（
串
「
卜
㌦
）
帆
N
㌦

と
制
約
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
ず
、
消
費
者
は
改
め
て
（
4
1
1
）
式
、

（
4
1
2
）
式
お
よ
ぴ
（
4
1
5
）
式
の
下
で
期
待
効
用
極
大
化

を
計
る
。
解
と
し
て

　
　
（
阜
－
ひ
）
o
㌦
9
も
一
き
、
㌦
）
…
〇
一
べ
N
㌦
）

を
得
る
。
（
4
1
4
）
式
を
「
観
念
的
需
要
」
、
（
4
1
6
）
式
を

「
有
効
需
要
」
、
ま
た
不
均
衡
下
で
の
数
量
制
約
を
考
慮
し
た
経

済
主
体
の
行
動
を
「
二
重
決
定
仮
説
」
と
呼
ぷ
。
〇
一
〇
毒
H
は
、

宍
①
着
鶉
の
消
費
関
数
は
二
重
決
定
仮
説
を
暗
黙
に
前
提
し
て
お

り
、
有
効
需
要
は
消
費
関
数
と
み
な
し
う
る
と
し
た
。
確
か
に

（
4
1
6
）
式
を
集
計
し
て
“
川
S
と
す
れ
ば
、
】
o
㌦
（
、
㌦
）
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

S
（
“
）
1
1
〇
一
（
邑
と
な
る
が
、
呉
邑
は
宍
Φ
着
窃
の
消
費
関
数

o
H
o
（
噂
）
と
近
似
し
て
い
る
。
従
っ
て
マ
ク
ロ
経
済
学
の
消
費
関

数
は
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
消
費
者
行
動
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、

と
く
に
所
得
を
決
定
要
因
と
す
る
内
2
冨
叩
の
消
費
関
数
は
、

価
楮
硬
直
下
で
の
消
費
者
行
動
と
み
な
し
う
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
〇
一
〇
幸
宰
の
所
説
で
は
、
労
働
市
場
の
超
過
供
給
に
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対
し
て
価
格
調
整
が
行
な
わ
れ
ず
、
数
量
調
整
が
行
な
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
通
常
の
理
論
の
な
か
で
は
、
不
均
衡
に
対
し
て
は

「
需
要
と
供
給
の
法
則
」
に
よ
っ
て
ま
ず
個
格
調
整
が
行
な
わ
れ
、

調
整
さ
れ
た
価
栂
に
基
づ
い
て
数
量
調
撃
が
行
な
わ
れ
る
。

■
旦
旨
巨
写
邑
□
岩
寓
］
は
、
不
均
衡
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
数

量
調
整
と
価
格
調
整
の
逆
転
こ
そ
肉
o
毛
鶉
経
済
学
の
奉
質
で

あ
り
、
貨
幣
賃
金
率
の
硬
直
性
、
流
動
性
の
わ
な
、
利
子
非
弾
カ

的
な
貯
蓄
・
投
資
な
ど
は
本
質
で
は
な
い
と
し
た
。
と
い
う
の
は
、

古
典
派
の
想
定
す
る
ワ
ル
ラ
シ
ア
ン
経
済
と
は
異
な
り
、
H
（
o
着
認

の
想
定
す
る
経
済
に
は
彗
o
ぎ
目
8
『
と
い
う
調
整
者
は
存
在
せ

ず
、
不
確
実
性
に
直
面
す
る
経
済
主
体
間
の
惰
報
伝
達
が
「
失

敗
」
し
、
適
切
な
価
格
調
整
が
行
な
わ
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
民
胃
H
o
H
g
o
m
㎝
昌
彗
ロ
ミ
H
］
ム
地
よ
ぴ
峯
竺
量
彗
ρ
口
o
ミ
］

は
、
Ω
o
峯
胃
ら
の
不
均
衡
理
論
を
昌
o
家
□
岩
a
］
の
「
固
定

価
楕
法
」
と
結
び
つ
け
て
「
一
般
不
均
衡
理
論
」
へ
発
展
さ
せ
た
。

｝
實
竃
｛
ら
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け
は
、
困
彗
；

1
－
O
昌
易
冒
凹
目
ら
の
集
計
値
で
の
論
述
を
、
苧
8
幸
1
－
∪
①
享
彗
に

よ
り
大
成
さ
れ
た
ミ
ク
ロ
一
般
均
衡
分
析
の
枠
組
の
な
か
で
厳
密

に
再
確
認
し
た
。
二
重
決
定
仮
説
に
基
づ
く
有
効
需
要
の
タ
ー
ム

で
の
均
衡
は
、
襯
念
的
需
要
の
タ
ー
ム
で
の
均
衡
、
す
な
わ
ち
ワ

ル
ヲ
シ
ア
ン
均
衡
と
の
対
比
で
不
完
全
雇
用
均
衡
と
み
な
し
う
る

か
ら
、
宍
o
着
霧
経
済
学
、
引
い
て
は
マ
ク
ロ
経
済
学
に
つ
い
て

確
固
と
し
た
ミ
ク
ロ
経
済
挙
的
基
礎
が
得
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ

＾
フ
〕

る
。　
し
か
し
固
定
価
格
法
に
基
づ
く
不
均
衡
理
論
に
は
重
要
な
課
題

が
残
さ
れ
て
い
る
。
｝
昌
豊
｛
［
崔
轟
］
は
、
需
要
と
供
給
の
法

則
に
基
づ
き
超
過
有
効
需
要
に
対
応
し
て
価
格
が
変
化
す
れ
ぱ
、

ワ
ル
ラ
シ
ア
ン
均
衡
が
成
立
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
な
ぜ
価
格
が
変
化
し
な
い
か
に
つ
い
て
は
説
明
さ
れ
て
い

な
い
。
こ
れ
ら
の
所
説
は
、
価
樒
が
不
均
衡
を
解
消
す
る
よ
う
に

変
化
し
な
い
と
い
う
前
提
の
妥
当
性
を
、
理
論
的
に
示
す
必
要
が

あ
る
。

　
根
痒
〔
6
ミ
〕
お
よ
び
目
豊
目
［
岩
N
0
。
］
は
、
不
均
衡
下
で
は

純
粋
競
争
市
場
で
あ
っ
て
も
経
済
主
体
は
唱
－
8
．
冒
芽
胃
と
な

ら
ね
ぱ
な
ら
な
い
、
と
い
う
＞
昌
o
峯
［
s
s
］
の
主
張
に
基
づ
き
、

屈
折
需
要
曲
線
理
論
を
応
用
し
て
こ
の
閲
題
を
解
明
し
よ
う
と
し

た
。
す
な
わ
ち
不
均
衡
に
よ
る
不
確
実
性
の
下
で
は
、
各
経
済
主

体
は
主
観
的
需
要
曲
線
に
基
づ
い
て
意
志
決
定
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
し
て
不
完
全
雇
用
均
衡
で
は
、
各
経
済
主
体
は
、
主

観
的
需
要
曲
線
が
自
己
の
取
引
量
と
対
応
す
る
市
場
価
格
で
屈
折
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（53）　消費関数と有効需要

す
る
と
推
測
し
て
い
る
か
ら
、
価
格
は
不
均
衡
価
椿
に
留
ま
る
と

　
　
　
　
　
＾
8
〕

い
う
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
圭
張
は
、
不
完
全
競
争
均
衡
と
不
完
全

雇
用
均
衡
の
等
置
を
前
提
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
が
、
こ
の
よ

う
な
主
張
が
妥
当
性
を
持
つ
た
め
に
は
、
有
効
需
要
が
増
大
し
た

場
合
、
各
経
済
主
体
は
独
占
カ
を
喪
失
し
、
不
完
全
競
争
均
衡
が

完
全
競
争
均
衡
に
収
東
す
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
し
か
し

こ
の
論
証
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
一
般
的
に
受
け
容
れ
ら
れ
る
も

の
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
彼
ら
の
い
う
不
完
全
雇
用
均
衡
で

は
非
自
発
的
失
業
が
生
じ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
と
い
う
の
は

不
完
全
競
争
理
論
に
従
え
ぱ
、
不
完
全
競
争
均
衡
で
の
各
経
済
主

体
の
主
体
的
均
衡
点
は
、
客
観
的
需
要
曲
線
上
に
位
置
し
て
お
り
、

各
経
済
主
体
の
望
む
取
引
は
常
に
実
現
さ
れ
る
取
引
と
一
致
し
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
別
に
、
い
わ
ゆ
る
フ
ル
・
コ
ス
ト
原

理
に
基
づ
い
て
価
格
硬
直
性
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
見
解
が
散
見

　
＾
9
）

さ
れ
る
。
企
業
は
平
均
主
要
費
用
に
一
定
の
利
潤
率
、
マ
ー
ク
ア

ヅ
プ
率
を
乗
じ
た
額
を
価
樒
と
し
、
通
常
主
張
さ
れ
る
よ
う
な
利

潤
極
大
化
原
理
に
基
づ
く
決
定
は
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
実
証

さ
れ
て
い
。
る
。
こ
の
フ
ル
・
コ
ス
ト
原
理
に
よ
り
設
定
さ
れ
た
価

樒
は
、
大
幅
な
需
要
な
い
し
平
均
費
用
の
変
動
が
な
い
限
り
変
更

さ
れ
ず
、
硬
直
化
す
る
。
ま
た
労
働
市
場
で
の
企
業
家
行
動
を
フ

ル
・
コ
ス
ト
原
理
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
れ
ぱ
、
雇
用
量
と
所
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
聖

の
関
係
を
整
合
的
に
説
明
で
き
る
。
だ
が
マ
ー
ク
ア
ヅ
プ
率
の
決

定
過
程
は
理
論
的
に
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
に
ミ
ク
ロ
経

済
学
的
基
礎
と
し
て
は
重
大
な
欠
陥
が
あ
る
。

　
貨
幣
賃
金
率
の
硬
直
化
の
説
明
と
し
て
近
年
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
、
「
暗
黙
の
契
約
理
論
」
H
目
呂
睾
O
昌
↓
冨
9
H
幕
O
ξ
で

　
＾
1
1
）

あ
る
。
危
険
回
避
的
な
労
働
者
が
、
確
率
的
に
変
化
す
る
所
得
水

準
（
景
気
循
環
に
よ
る
変
化
と
も
考
え
ら
れ
る
）
に
対
処
す
る
た

め
に
、
危
険
中
立
的
な
企
業
と
情
況
に
応
じ
た
賃
金
率
と
雇
用
量

を
約
東
す
る
契
約
を
暗
黙
に
結
ぷ
。
労
働
者
は
、
賃
金
所
得
の
大

き
さ
よ
り
も
安
定
性
を
望
む
た
め
、
所
得
水
準
の
変
動
い
か
ん
に

拘
ら
ず
賃
金
率
を
不
変
と
す
る
契
約
を
選
好
し
、
貨
幣
賃
金
率
は

硬
直
化
す
る
。
し
か
し
契
約
さ
れ
る
雇
用
量
は
、
必
ず
し
も
不
完

全
雇
用
水
準
で
は
な
く
、
賃
金
所
得
と
余
暇
か
ら
得
ら
れ
る
効
用

の
大
小
に
よ
っ
て
は
完
全
雇
用
水
準
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

＾
1
2
）
る
。
す
な
わ
ち
所
得
の
変
動
に
も
拘
ら
ず
完
全
雇
用
が
維
持
さ
れ

る
と
い
う
結
論
も
、
暗
黙
の
契
約
理
論
か
ら
導
き
う
る
。
ま
た

＞
墨
ユ
邑
竃
n
撃
垣
ぎ
［
H
o
。
。
ω
］
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
所
得

変
動
に
応
じ
て
企
業
の
雇
用
削
減
が
生
じ
た
場
合
で
も
、
労
働
者
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は
契
約
時
に
予
測
し
て
お
り
、
所
得
変
動
の
危
険
を
労
働
者
と
企

業
で
分
担
し
て
い
る
と
み
な
し
う
る
。
従
っ
て
自
発
的
失
業
と
み

る
ぺ
き
で
あ
っ
て
非
自
発
的
失
業
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
よ
う
に

失
業
の
理
論
と
し
て
は
奇
妙
な
帰
結
が
得
ら
れ
る
の
は
、
暗
黙
の

契
約
理
論
が
他
市
場
と
の
関
連
を
欠
い
た
都
分
均
衡
分
析
で
あ
っ

て
、
一
般
均
衡
分
析
的
な
視
点
に
立
つ
議
論
が
い
ま
だ
行
な
わ
れ

て
．
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
か
ら
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
従
来
の
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け

は
、
な
ぜ
価
格
が
不
均
衡
価
格
に
留
ま
る
の
か
と
い
う
不
均
衡
理

論
で
最
も
重
要
と
思
わ
れ
る
課
題
に
は
、
論
理
的
な
厳
密
性
と
整

含
性
を
満
た
す
解
答
を
与
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
肉
①
着
窪
や
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
が
重
視
し
、
非
自
発
的
失
業

に
関
し
て
本
質
的
な
、
価
楮
と
貨
幣
賃
金
率
の
伸
縮
的
な
変
化
が

非
自
発
的
失
業
の
発
生
を
防
ぎ
う
る
か
否
か
と
い
う
間
題
に
は
、

固
定
価
格
法
に
基
づ
く
不
均
衡
理
論
は
答
え
て
い
な
い
。
明
快
な

解
答
を
得
る
た
め
に
は
、
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
い

て
分
析
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
価
格
が
変
化
し
な
い

た
め
に
数
量
調
整
が
行
な
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
価
樒
変
化
に
対

し
て
需
要
が
反
応
し
な
い
た
め
に
価
椿
が
調
整
能
カ
を
失
な
い
、

数
量
調
整
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
価
格
調
整
が
行
な
わ
れ
る

な
ら
ぱ
完
全
雇
用
均
衡
が
成
立
す
る
と
し
て
古
典
派
の
想
定
を
容

認
し
、
価
格
硬
直
性
に
よ
っ
て
の
み
非
自
発
的
失
業
を
説
明
す
る

不
均
衡
理
論
の
立
場
は
、
基
本
的
に
は
古
典
派
の
枠
組
に
留
ま
る

も
の
で
あ
り
、
宍
①
着
轟
経
済
学
と
は
認
め
難
い
。

　
さ
ら
に
、
肉
｛
罵
m
の
消
費
関
数
と
は
、
伸
縮
的
に
変
化
す
る

価
格
の
下
で
も
消
費
お
よ
び
貯
蓄
が
価
楮
（
利
子
率
）
で
は
な
く

所
得
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
。
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ミ

ク
ロ
的
基
礎
付
け
の
有
効
需
要
と
は
、
価
樒
が
変
化
し
な
い
た
め

に
所
得
に
基
づ
い
て
決
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。

結
論
は
似
て
い
る
と
し
て
も
、
両
者
の
意
味
は
明
ら
か
に
異
な
る
。

従
来
の
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付
け
は
、
分
析
目
的
は
正
し
い
が
分
析
方

向
を
誤
っ
た
た
め
に
、
「
－
（
o
毛
塁
経
済
学
の
、
ミ
ク
ロ
的
基
礎
付

け
」
と
な
っ
て
い
な
い
と
言
え
る
。
非
自
発
的
失
業
が
生
じ
た
後

で
の
失
業
者
の
割
り
当
て
の
理
論
と
し
て
は
何
ら
か
の
意
味
を
持

つ
に
せ
よ
、
そ
の
分
析
方
向
で
の
展
開
に
よ
っ
て
非
自
発
的
失
業

の
よ
り
深
い
理
解
が
得
ら
れ
る
と
は
考
え
難
い
。

5
　
結
語

　
以
上
の
諸
節
で
、
消
費
関
数
が
非
自
発
的
失
業
の
存
在
の
説
明

に
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
こ
れ
を
不
均
衡
理
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（55）消費関数と有効需要

論
か
ら
、
ミ
ク
ロ
的
に
基
礎
づ
け
よ
う
と
す
る
試
み
は
、
消
費
関
数

の
本
質
を
捉
え
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
で
は
宍
2
－

冒
ω
の
消
費
関
数
は
、
あ
く
ま
で
経
験
則
で
あ
っ
て
、
何
ら
の
理

論
的
根
拠
を
持
っ
て
い
な
い
と
み
る
し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
消
費
関
数
は
次
の
二
つ
の
命
題
か
ら
成
立
し
て
い
る
。

　
ω
　
消
費
は
利
子
率
の
変
化
に
対
し
て
非
感
応
的
で
あ
る
。

　
②
　
消
費
は
所
得
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

　
利
子
率
の
変
化
に
対
し
て
貯
蓄
が
非
感
応
的
か
否
か
は
、
所
得

を
外
生
変
数
と
し
た
場
合
の
代
表
的
経
済
主
体
の
異
時
点
間
の
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
〕

得
配
分
問
趨
と
し
て
、
あ
る
程
度
の
研
究
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

目
標
貯
蓄
を
行
な
う
と
き
に
は
利
子
率
の
変
化
に
対
し
て
貯
蓄
が

逆
相
関
に
な
る
と
か
、
個
人
の
時
間
選
好
と
所
得
流
列
と
の
関
係

に
よ
っ
て
は
利
子
率
と
は
無
関
係
に
、
と
く
に
利
子
率
が
零
で
も

貯
蓄
が
行
な
わ
れ
う
る
と
い
っ
た
主
張
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
主
張

は
、
利
子
率
に
対
し
て
貯
蓄
は
感
応
的
で
あ
る
、
あ
る
い
は
貯
蓄

は
利
子
率
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
と
い
う
古
典
派
貯
蓄
理
論
へ
の
個

々
の
反
例
で
は
あ
る
。
し
か
し
古
典
派
貯
蓄
理
論
が
成
立
す
る
状

況
も
否
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
代
表
的
経
済
主
体
に
お

け
る
上
記
の
行
動
を
総
合
す
れ
ぱ
、
肉
①
毛
g
の
主
張
す
る
よ
う

な
葉
計
貯
蓄
（
消
費
）
関
数
が
得
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
は
、
い
ま

だ
理
論
的
に
は
解
明
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
消
費
を
所
得
の
関
数
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
に
つ
い
て

は
、
従
来
、
外
生
変
数
と
し
て
の
現
在
所
得
の
変
化
を
所
得
の
変

化
と
み
な
し
て
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
マ
ク
ロ
経
済
学
で

の
所
得
を
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
で
の
所
得
と
同
一
視
し
て
よ
い
か
と
い

う
凝
問
が
残
る
。
そ
れ
は
、
マ
ク
ロ
経
済
学
で
の
所
得
は
内
生
変

数
で
あ
る
の
に
、
代
表
的
経
済
主
体
の
意
志
決
定
問
題
に
お
け
る

所
得
は
外
生
変
数
で
あ
り
、
貯
蓄
に
関
す
る
意
志
決
定
を
部
分
均

衡
分
析
と
し
て
し
か
扱
っ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。

　
以
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
よ
り
一
層
の
理
論
展
開
が
必
要
で

あ
り
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。

（
1
）
　
マ
ク
ロ
経
済
挙
の
標
準
的
な
文
献
と
し
て
以
下
の
諸
薔
を
参
考

　
に
し
て
い
る
。
＞
o
片
①
気
〔
H
ま
〇
一
荒
〔
5
N
α
〕
一
籟
量
畠
o
目
〔
岩
記
〕
一

　
小
泉
．
建
元
〔
6
冒
〕
一
宮
沢
〔
6
ミ
〕
。
な
お
こ
こ
で
の
「
古
典
派
」

　
と
は
「
わ
ら
人
形
」
と
し
て
の
古
典
派
で
あ
り
、
必
ず
し
も
学
説
史

　
的
に
捉
え
た
古
典
派
な
い
し
新
古
典
派
を
意
味
し
な
い
。

一
・
一
一
・
1
・
一
式
よ
る
一
§
墨
一
墓
H
」
一
、
。
S
ξ
－
ぺ
一
〉
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曳
喧

　
で
あ
る
か
ら
、
（
事
、
膏
）
■
辻
、
ミ
ー
I
o
は
㌻
H
8
を
意
味
す
る
。
図

、
で
は
、
流
動
性
の
わ
套
、
〃
曲
繋
〃
品
、
ま
た
〃
で
〃
と

　
い
う
水
平
部
分
を
持
つ
と
き
に
生
ず
る
。

（
3
）
　
以
L
⊥
の
論
述
は
図
1
で
は
∬
曲
線
が
耐
で
あ
る
状
況
に
相
当
す
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る
o

（
4
）
　
以
上
の
所
説
は
、
労
働
需
要
亜
が
財
・
貨
幣
両
市
場
で
決
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
れ
る
所
得
が
お
よ
ぴ
♂
に
よ
り
w
お
よ
ぴ
w
に
留
ま
る
と
い
う
論
理

　
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
所
得
に
塞
づ
い
て
決
定
さ
れ
る
労
働
需
要

　
量
と
、
実
質
賃
金
率
に
基
づ
く
そ
れ
と
が
一
致
す
る
保
証
は
な
く
、

　
こ
の
点
で
労
働
需
要
を
実
質
賃
金
率
の
関
数
と
す
る
通
説
は
必
ず
し

　
も
整
合
的
で
な
い
。
荒
〔
6
ミ
〕
の
主
張
す
る
よ
う
に
、
企
業
は
労

　
働
需
要
量
に
塞
づ
い
て
実
質
賃
金
率
を
決
定
す
る
と
考
え
る
方
が
自

　
然
で
あ
る
。
例
え
ぱ
、
企
業
が
利
潤
極
大
原
理
で
は
な
く
フ
ル
．
コ

　
ス
ト
原
理
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
な
ら
ぱ
、
実
質
賃
金
率
関
数
と
し

　
　
　
　
　
　
H
　
　
鶯

　
て
ミ
膏
1
l
l
・
1
…
勺
（
ミ
）
を
得
る
。
た
だ
し
伽
は
マ
ー
ク
ア

　
　
　
　
　
H
＋
§
　
ミ

　
ソ
ブ
率
。

（
5
）
　
こ
の
想
定
を
肉
－
o
巨
〔
5
ミ
〕
に
な
ら
っ
て
「
古
典
派
の
想
定
」

　
と
呼
ぷ
。

（
6
）
　
一
九
四
〇
年
代
後
半
か
ら
五
〇
年
代
に
か
け
て
い
わ
ゆ
る
「
消

　
費
関
数
論
争
」
が
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
そ
の
論
点
は
、
絶
対
所
得

　
で
定
義
し
た
消
費
関
数
の
長
期
の
平
均
消
費
性
向
が
低
下
し
な
い
と

　
い
う
計
量
経
済
学
の
分
析
結
果
を
、
短
期
の
議
論
と
整
合
的
に
説
明

　
す
る
こ
と
に
あ
り
、
な
ぜ
消
費
を
所
得
の
関
数
と
考
え
て
よ
い
の
か

　
と
い
う
点
に
は
な
か
っ
た
。

（
7
）
　
以
下
の
論
点
と
は
別
に
、
超
過
需
要
ま
た
は
超
過
供
給
を
各
経

　
済
主
体
に
割
り
当
て
る
方
法
冨
巨
冒
ヲ
o
q
蜆
o
臣
冒
o
を
、
非
自
発
性

　
と
い
か
に
整
合
的
に
定
義
す
る
か
も
残
さ
れ
て
い
る
。
田
昌
塞
蜆
｝

　
〔
H
湯
い
〕
参
照
。

（
8
）
　
主
観
的
需
要
曲
線
が
与
え
ら
れ
た
情
報
、
価
格
と
数
量
制
約
に

　
塞
づ
い
て
合
理
的
に
推
測
さ
れ
て
い
る
。
か
否
か
が
、
新
た
に
議
論
の

　
対
象
と
な
る
が
、
い
ま
だ
確
定
的
な
解
答
は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
L

　
U
量
N
彗
〔
6
o
o
o
〕
参
照
。

（
9
）
．
荒
〔
6
ぎ
〕
、
小
泉
・
建
元
〔
轟
ぎ
〕
、
中
谷
〔
5
o
。
一
〕
な
ど
。

（
1
0
）
　
脚
注
（
4
）
も
見
よ
。

（
1
1
）
P
』
■
戸
身
昌
勺
o
肋
旨
目
〔
；
o
。
ω
〕
が
近
年
の
研
究
を
網
羅
し

　
て
い
る
。

（
1
2
）
　
根
岸
〔
S
o
．
o
〕
u
章
。

（
1
3
）
　
川
口
〔
6
ご
〕
、
穴
－
o
ぎ
〔
6
ミ
〕
、
＝
胃
8
o
〔
H
違
o
o
〕
な
ど
。

　
近
年
の
研
究
に
つ
い
て
は
酒
井
〔
H
湯
H
〕
8
章
が
簡
潔
に
ま
と
め
て

　
い
る
。
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